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1 JDTの位置づけ

2

• 主務大臣は、主に経済産業大臣。共管もある
• 産業標準化法第11条、12条、14条、15条で制定
• JSA公募の場合、第12条（利害関係⼈による申出）
• JISC（日本産業標準調査会）のサイトで、JDTの

利⽤を求めている
• JDTは、JISCのサイトで配布
• 電子申請でも、JDTのデータを利⽤

・JIS は，産業標準化法に基づき，主務大臣が制定する国家規格です
・JIS原案作成には、JDTを用いることが求められます
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1 JDTの位置づけ

3

・JIS開発の流れとJDT（JIS Draft Template Wordのテンプレート）
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1 JDTの位置づけ

4

・JDT を使用することにより， JIS Z8301 の規定に合った体裁
（段落，字配りなど）の規格票が作成できます
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2 JIS規格票の構成

日本産業規格
規格の名称

英語名称

序文

1 適用範囲

2 引用規格

3 用語及び定義

4 規格の本文

附属書 xx
（xx）

附属書の題名

参考文献

序文 ：規格の技術的内容、制定・改正の経緯など記載
適用範囲 ：規格が取り扱う主題、適用する範囲を記載
引用規格 ：規格の要求事項を規定するために引用される規格を記載
用語及び定義 ：規格で用いる用語を理解するために定義を記載
規格の本文 ：箇条4以降で企画の内容を記載する。
附属書 ：規格本文ではなく、独立して記載したほうが利便性が高く

なる項目を別建てで記載し、本文から呼ぶ。
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2 JIS規格票の構成
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3 JDTインストール
・JISCのホームページからダウンロードし、setup.exeを起動

• https://www.jisc.go.jp/jis-act/proposal-
tmp2011.html

• デフォルトではシステム領域に展開されるが、
ユーザー領域でも問題ない

・デスクトップに起動ファイルのショートカットが
できる

https://www.jisc.go.jp/jis-act/proposal-
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3 JDTインストール
・setup.exeが起動できない場合、JSAまで連絡お願いします

• 展開されるファイル群を、
適切なフォルダにコピー
してください

・JSAから圧縮ファイルを
お送りします

・ショートカットは手動で
生成してください
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4 JDTの起動方法
・JDT2019.exe（またはショートカット）から起動します

• 最初の注意事項を確認し、「確認」
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4 JDTの起動方法
・起動プログラムが動作しない場合、バッチファイルでも代替できます

• バッチファイルの内容︓START Winword.exe 
/n /m /l"C:¥Program Files 
(x86)¥JDT2019¥JIS_Control.dotm“

• 詳細はJSAまで



Copyright 2022 JSA GROUP. All Rights Reserved. 11

4 JDTの起動方法
・空白の画面が出るので、「ファイル」をクリック
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4 JDTの起動方法
・JDTの初期画面になります。ここから 新規作成・既存データの編集
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4 JDTの起動方法
・マクロが動作しない場合、設定を確認してください

• ファイル→オプション→セキュリティセンター
（トラストセンター）の設定

• JDTのデジタル署名を検討中です
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5 JDTの画面構成
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・左上に表示される「スタイル名」（箇条1）を確認し、適切なスタイルを

クリックするとカーソルのある段落のスタイルが修正されます

選択

修正される
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・よく使われるスタイル名

• 箇条１（１●●●）最上位の箇条の⾒出し
• 箇条２（2.2●●●）細分箇条の⾒出し
• □段落 箇条、細分箇条の中の段落
• 細別符号 a) 1)など
• 注記・注・例・注釈
• ⽤語番号、⽤語名称、⽤語の説明
• 図題
• 表題
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・細分箇条、段落、細別

箇条3（3.3.3●●●）

段落

□段落

箇条1（1●●●）

細別 a)

番号と題名の間は＜タブ＞で区切る

細別の中の段落は、インデントが異なる
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・注記・注・例

通常は、箇条の下→1字下げ→
インデント とする

「注記」と文の間は
＜タブ＞で区切る
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・用語の箇条

用語（番号）
用語（名称）

説明
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・図のタイトル

図題は図の下部、表題は表の上部
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6 JDTによる文書スタイルの調整
・側線と下線

「側線」はインデントによってずれることがあるので、図形の直線でもかまいません。

対応国際規格があり、変更点がある（MOD）の場合、側線又は下線を
使います（範囲を指定してから選択する）

側線部分
下線部分
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7  JDTによる規格票の新規作成
・JDTの初期画面から
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7  JDTによる規格票の新規作成
・書誌情報→定型情報の⼊⼒

赤は追加入力
必要）
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7  JDTによる規格票の新規作成
・引用規格⼊⼒

上側で入力し、下
のボックスに「追
加」していく
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7  JDTによる規格票の新規作成
・文章に反映される

まえがきの⻘字部
分は修正してくだ
さい

定型情報が反映されています
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7  JDTによる規格票の新規作成
・新規に⼊⼒する場合

空白の部分にカーソルを置き、適切なスタイルを選択しながら入力します

ここに
「4＜タブ＞箇条のタイトル」
と入力し、「１●●●」をク
リックします

「タイトル」の後で改行すると、自動的に「段落」のスタイルになります
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7  JDTによる規格票の新規作成
・作図の例

図→図作成→図取込 で画像データ（tif,BMP,jpgなど）を選択します
。

図の後で改行し、「図題」を入力します
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7  JDTによる規格票の新規作成
・作図の例
図→図作成→図エリア作成 で描画キャンパスにドラッグすることもできます。

Excelのグラフを利用するときは、カラー設定に注意してください。
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7  JDTによる規格票の新規作成
・作表の例
表→表作成→表作成 でWordの作表機能が使えます。
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7  JDTによる規格票の新規作成
・作表の例
表→表題 で入力してから、Excelの表を貼り付けることもできます。

表題の下に、Excelの表を貼り付ける
（リンク貼り付けは避けてください）
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8  補足説明
・数式⼊⼒

Wordの数式機能を利用します
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8  補足説明
・解説作成

規格票本文をオープンした状態で解説作成すると、番号・名称などが引き継が
れます。

制定・改正の両方のひな形ができるの
で、不要なものは削除してください。
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8  補足説明
・注記などのインデントの補足

JDTのメニュー表示が、Z8301の規定と異なる箇所があるので注意してください。

細分箇条の直下：1字下げインデント

細別a)の直下：
3字下げインデント

細別1)の直下：
4字下げインデント
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ご清聴ありがとうございました

お問い合わせ
一般財団法人日本規格協会

産業基盤系規格開発ユニット
阿部 裕治

y_abe@jsa.or.jp
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